
 

 

記事等でご紹介いただく際は、“ＮＥＸＣＯ東日本”または“ネクスコ東日本”の愛称ご使用にご協力をお願いします。 

平成３０年７月１８日 

東日本高速道路株式会社 

新潟支社長岡管理事務所 

 

   ＮＥＸＣＯ東日本と障がい者支援団体が連携して 
  高速道路のバス停で清掃作業を行います！ 
～新潟県内で２例目となる「高福（幸福）連携」の取組み～ 

 

ＮＥＸＣＯ東日本長岡管理事務所（長岡市）は、社会福祉法人 中越福祉会 みのわの里と連携し

て、    関越自動車道及び    北陸自動車道のバス停９箇所（別表）の清掃作業を共同で行い

ます。 

本作業は、各バス停を原則として月１回実施していく予定ですが、第一回目として、    北陸自動

車道 大積バス停（上り線）で清掃を行います。 

この取組みは、ＮＥＸＣＯ東日本が進めている高福（幸福）連携の一環として実施するもので、高速

道路を地域活性化の資源ととらえ、障がい者の就労機会を拡大することで、地域活性化に貢献するこ

とを目的としています。 

 

 

１．日   時 平成３０年 ７月 ２５日（水） １４時００分～ １５時３０分 

  ※雨天決行、荒天の場合は中止します。 

    中止は前日（７月２４日）１６時に決定します。 

 

２．場   所 北陸自動車道 大積ＰＡ（上り線）内 長岡市大積善間町字谷之内 

 

３．内    容  バス停の待合室、階段、プラットホーム等の清掃 

 

４．参 加 者 社会福祉法人 中越福祉会 みのわの里 

 

５．実施機関 ＮＥＸＣＯ東日本 長岡管理事務所 
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別表 

 

【清掃作業実施場所（高速道路バス停）位置図】 

 

「高福（幸福）連携※」 とは                      ※商標登録出願中（７月１８日現在） 

ＮＥＸＣＯ東日本では、「高速道路」と「福祉」が連携した取組みを「高福（幸福）連携」と呼んでいま

す。高速道路事業を通じて社会課題等に取り組むＣＳＲ活動の一環と位置付け、ＣＳＶ※の考え方も踏

まえて継続的に取り組んでいきます。 

※ ＣＳＶ（Creating Shared Value）とは、「共通価値の創造」と訳される。ハーバード大学マイケル・ポーター

教授がＣＳＲ（企業の社会的責任）のあり方の新たな概念として提唱。慈善的な社会貢献活動だけでなく、

自社の強みを活かした社会的課題の解決と自社の成長を同時に実現して社会に貢献するという考え方。 

 

 施設名 所在地 備  考 

１ 片貝バス停（上り） 小千谷市片貝町字千尺  

２ 片貝バス停（下り） 小千谷市片貝町字千尺  

３ 越路バス停（上り） 長岡市浦字中の坪  

４ 越路バス停（下り） 長岡市浦字中の坪  

５ 長岡バス停 長岡市石動町字金輪  

６ 大積バス停（上り） 長岡市大積善間町字谷之内 ７月２５日：清掃実施場所 

７ 大積バス停（下り） 長岡市大積善間町字前田  

８ 長岡北バス停（上り） 長岡市福道町字前田  

９ 長岡北バス停（下り） 長岡市福道町字前田  


